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33

子牛にも耳標は装着されている

去勢牛価格1，225ドル/４０８ｋｇ

未経産牛価格1，103ドル/367ｋｇ

34

約３，０００ヘクタールの自然草地を所有。

８牧区に区分し、３～４週でローテーション

老いた雌牛×雄牛(50日間）

若い雌牛×雄牛(42日間）

600頭の雌牛から540頭の子牛生産（生産率90％）
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35

春にだけ出産させる。春子のみ。６ヶ月で離乳、生後10~18ヶ月齢で出荷

出産期には、観察しやすい牧区に移すので、1頭毎に、出生日を確定できる。

36

２００ｋｇ＝５～８ヶ月齢

４００ｋｇ＝１２～１４ヶ月齢
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37

米国産牛枝肉の成熟度別の
と畜時推定月齢の分布

（2004.11実施分）

成

熟

度

333813２３７１６８１０４３３００３６３２９６４６９２９４１４３１２計

７６５６４３３３０１７１７
ＢＣ

１４６４８１４３１１５６９５１８２９７６１２５６１３１１
Ａ７０～

１１４１６９３９２９７１０５１６４７９１５５１７４５８１
Ａ６０

４０１１９１０１８１０１００１３５４２２８３１８
Ａ５０

１９６２６９９２１２１９２
Ａ４０

６０６４８２４
Ａ～３０

計２２～２１２０１９１８１７１６１５１４１３～１２

推 定 月 齢
区分

38

成熟度と月齢の関係
 

0%

10%

20%
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40%

50%
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20ヶ月齢

21ヶ月齢

成熟度

私見：内臓との関連は？
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39

米国月齢判別方法

２１ヶ月齢以上の枝肉がＡ４０以下

と評価される可能性
(99%の信頼度で)

２１ヶ月齢以上の牛を含む可能性は、2.4万～4.8
万頭/年間以下。この群にＢＳＥ感染牛が１頭入る確
率は高く見積もって２０回に１回弱（２０年に１回以
下）。

0.95％以下

40
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41

と畜処理 （１）

任意に全月
齢を検査

獣医師によ
る検査
（1頭につき
約80秒）

約１３０万頭

日本

約４３０万頭

カナダ米国

実施せず
と畜場での
ＢＳＥ検査

食肉検査員による検査
（ 1頭につき約12秒）

高リスク
牛の排除

約2,700万頭
（約90%が

20ヶ月齢以下）
と畜数

42

と畜処理（２）

実施

と畜牛の約
80%で実施

実施

日本 カナダ米国

日本向け輸出プログラムでは全
月齢のＳＲＭ除去を実施

ＳＲＭ
除去

実施せず
ピッシン
グ

実施
スタンニ
ング
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43日本でのピッシング

44

と畜処理（３）

ＳＳＯＰ
（衛生標準作業
手順書）

・実施
・と畜検査員に
よるせき髄除去
確認

日本

ＳＳＯＰ
ＨＡＣＣＰ

カナダ米国

ＳＳＯＰ
ＨＡＣＣＰ
（危害分析重要
管理点方式）

遵守の
検証

・日本向け輸出プログラムでは実
施。
・従業員及び食肉検査官による目
視確認

せき髄除去・
枝肉洗浄後
の確認
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45

脊髄除去は３人で担当、

まず、１人が手作業で除去

米国＝背割り後に脊髄除去と吸引、枝肉洗浄５回

46

脊髄吸引は、枝肉の上部
と下部を２人で担当
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47

日本＝牛枝肉から背割り前に脊髄の吸引除去、枝肉洗浄２回

48

牛肉及び牛の内臓等のリスクの比較(２)

先進的機械回収肉

（ＡＭＲ（３０ヶ月以下の牛由来））

日本向け輸出プログラム対象外

内臓等

Ａ４０による月齢判別では輸出不可能
内臓と枝肉を対応して識別管理できる場合は

輸出可能
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49

アメリカにおける３０ヶ月齢以上牛の歯列による選別、

１人で判定

50

アメリカにおける３０ヶ月齢以上
牛の厳しい管理
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牛肉及び牛の内臓のリスクの総括

日本向け輸出プログラム条件が遵守されれ
ば、ＢＳＥプリオンによる汚染の可能性は非
常に低い。

内臓に関しては、Ａ４０による月齢判別のみで
は日本に輸出することは不可能。内臓と枝肉
を対応して識別管理できる場合のみ日本向
けに輸出可能。

52
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53

米国・カナダ産牛肉および国産牛肉等 １

カナダ米国

出生証明が
可能なもの

：10%
(約250万頭)
枝肉の生理
学的成熟度

Ａ４０以下

によって

：10%
(約250万頭）

日本向け輸出管理

プログラムによる牛肉
等

出生証明が
可能なもの

：約70万頭

流通には月
齢確認を必
要としない

（と畜頭数：

約430万頭）

カナダ

流通には月
齢確認を必
要としない

(と畜頭数：
約3,350
万頭）

米国

米国・カナダで流通
している牛肉等

国産牛
肉等

全頭可能

約130万
頭

月齢確認

可能頭数

(年間）

54

米国・カナダ産牛肉および国産牛肉等 ２

カナダ米国

出生証明が

可能なもの：

10%
(約250万頭)
のＳＲＭ以外の
内臓が対象

日本向け輸出プログラムに
よる牛肉等

出生証明が

可能なもの：

約70万頭
のＳＲＭ以外の
内臓が対象

ＳＲＭ以外の内
臓を流通

３０ヶ月齢以上
の牛のＳＲＭ以
外の内臓を流
通

内 臓

国産牛肉等米国・カナダ
で流通してい
る牛肉等
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結論のために
（生体牛リスクレベル）

検出限界
～

限界以下

検出限界
～

限界以下

陽性牛は
排除

感染量

５～６頭２～３頭５～６頭BSE感染牛の含まれる
割合

（100万頭当たり）

約360万頭約2510万
頭

約130万頭対象と畜頭数（年間）

20ヶ月齢以
下

20ヶ月齢以
下

全年齢リスク評価の対象

カナダ米国日本

56

結 論

科学的同等性を厳密に評価するのは困難
米国・カナダに関するデータの質・量ともに不明点が多いため

管理措置の遵守を前提に評価しなければならなかったため

輸出プログラムが遵守されたと仮定した場合、
米国・カナダ産牛肉等と国内産牛肉等のリスク
の差は非常に小さい

輸入が再開された場合、管理機関による輸
出プログラムの実効性・遵守状況の検証が必
要
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リスク評価機関とリスク管理機関
の責務の明確化
管理機関が判断し施策を実行する場合は、

国民に十分な説明を行い、

プログラム遵守の確保の責任を負うべき

輸出プログラム遵守を前提に評価
遵守されない場合は評価は成立しない

結論への付帯事項 １

58

米国・カナダは、今後・・・

ＳＲＭの除去の実効性担保
せき髄除去の監視強化

サーベイランスの拡大継続
健康と畜牛を含む十分なサーベイランスが必要

飼料規制の強化
ＳＲＭ利用禁止の徹底 → 反すう動物以外の動

物にもＳＲＭの飼料利用を禁止すべき

輸出プログラム遵守のためのシステム構築

の確立と確認

結論への付帯事項 ２



30

59

・８９年：ＣＣＩＡ

カナダ牛個体識別管理局が
設立された

・００年４月：ＩＤ法令公布

・０１年1月：ＩＤ制度開始

・０２年７月：ＩＤ制度完全

実施

０５年１月：RFID ( Radio 
Frequency ID ：無線読取り
方式ID)へ本格的に移行

耳標システム

60

ウエスタン・フィードロット

（１０万頭×２＝２０万頭）

・３カ所のフィードロットを

経営

・ここは３．２万頭規模

年間２回転、６．４万頭

出荷

・他に５万頭規模と１．８万

頭規模のフィードロットを

経営、計１０万頭規模

フィードロット
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・Landmark Feeds Inc.

・カナダのMaple Leaf Foods

のAnimal Nutrition部の１工場

・年間約１０万トン飼料を製造

・肉牛用３５％、豚用３５％、

鶏用１５％、乳牛用１５％

・原料は小麦、大麦、菜種の搾り粕、

大豆ミール、豚のＭＢＭ、豚脂、

アミノ酸のリジンなど、牛のＭＢＭ

は利用していない。

飼料プラント

62

原料サンプルの保管
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大麦のホールクロップサイレージ

64

繁盛しているステーキハウス

３００グラムのステーキ


